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１．令和４年３月期の連結業績（令和３年４月１日～令和４年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年３月期 84,351 3.9 2,996 642.2 4,180 109.7 2,210 －

３年３月期 81,179 △21.9 403 △93.2 1,993 △66.1 △1,746 －
(注) 包括利益 ４年３月期 1,281百万円( －％) ３年３月期 △2,112百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

営業収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

４年３月期 22.19 － 4.6 2.5 3.6

３年３月期 △17.57 － △3.6 1.2 0.5
(参考) 持分法投資損益 ４年３月期 △9百万円 ３年３月期 △37百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 令和２年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用
　 しており、令和４年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

４年３月期 165,153 48,394 29.1 482.59

３年３月期 165,692 47,750 28.7 477.14
(参考) 自己資本 ４年３月期 48,101百万円 ３年３月期 47,475百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 令和２年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用
　 しており、令和４年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

４年３月期 8,732 △5,152 △3,858 5,323

３年３月期 9,249 △11,924 3,910 5,601
　

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 令和２年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用
　 しており、令和４年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

３年３月期 － 2.00 － 3.00 5.00 497 － 1.0

４年３月期 － 4.00 － 4.00 8.00 797 36.1 1.7

５年３月期(予想) － 5.00 － 5.00 10.00 33.2

３．令和５年３月期の連結業績予想（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) － － － － － － － － －

通 期 92,000 9.1 4,800 60.2 4,600 10.0 3,000 35.7 30.12

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は添付資料14ページ「３.連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項」
　 をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ４年３月期 107,301,583株 ３年３月期 107,301,583株

② 期末自己株式数 ４年３月期 7,628,086株 ３年３月期 7,800,871株

③ 期中平均株式数 ４年３月期 99,606,826株 ３年３月期 99,428,432株
　　

(参考) 個別業績の概要
１．令和４年３月期の個別業績（令和３年４月１日～令和４年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年３月期 2,519 △15.4 1,484 △25.2 1,492 △24.9 1,187 △40.0

３年３月期 2,977 △4.0 1,983 △5.2 1,987 △5.1 1,980 △4.2
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

４年３月期 11.93 －

３年３月期 19.92 －
　

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 令和２年３月31日)等を当事業年度の期首から適用
　 しており、令和４年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。
　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

４年３月期 25,061 23,361 93.2 234.38

３年３月期 24,031 22,810 94.9 229.25

(参考) 自己資本 ４年３月期 23,361百万円 ３年３月期 22,810百万円
　

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 令和２年３月31日)等を当事業年度の期首から適用
　 しており、令和４年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料６ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
（決算説明会及び資料の入手方法について）
・当社は、令和４年５月24日（火）にアナリスト及び機関投資家向け決算説明会（ライブ配信）を開催する予定で
す。説明に使用する資料につきましては、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（以下「当期」という。）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化す

る中、一時持ち直しの動きがみられたものの、変異株による感染拡大で再び経済活動が制限されるなど、依然とし

て厳しい状況で推移しました。また、ウクライナ情勢の緊迫化や世界経済の回復基調に伴う需要増により資源価格

や原材料価格が上昇するなど、先行きが不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、賃貸事業において、令和４年１月に「（仮称）第２名古屋三交ビル」建

設工事に着手したほか、三重県四日市市における既存商業施設の用地取得や名古屋市内で売却型賃貸マンションの

建設を進めました。また、ビジネスホテル事業において、ノウハウを活かしたアパートメントホテルの運営受託を

開始するなど、注力分野を中心に事業を推進しつつ、設備投資の見直しや費用削減に努め、収支の改善に取り組み

ました。

この結果、当期における当社グループの営業収益は843億51百万円（前連結会計年度（以下「前期」という。）

比31億72百万円、3.9％増）となり、営業利益は29億96百万円（同25億92百万円、642.2％増）、経常利益は助成金

等の計上もあり41億80百万円（同21億86百万円、109.7％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は特別損失にて

固定資産の減損損失を計上したことなどにより、22億10百万円(前期親会社株主に帰属する当期純損失17億46百万

円）となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。
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（運輸セグメント）

一般乗合旅客自動車運送事業（乗合バス）では、学校の休校や企業の出社制限の影響が少なかったことなど、行

動制限緩和に伴う人流の回復により、営業収益は増加しました。一般貸切旅客自動車運送事業（貸切バス）では、

三重とこわか国体・とこわか大会が中止となったものの、オリンピック・パラリンピック関係者の輸送があったこ

とや、修学旅行等の学生団体の需要を取り込んだことにより、営業収益は増加しました。一般乗用旅客自動車運送

事業（タクシー）では、ビジネス需要等の回復が進んだことにより、営業収益は増加しました。

この結果、運輸セグメントの営業収益は197億６百万円（前期比10億71百万円、5.8％増）となり、２億91百万円

の営業損失（前期営業損失11億89百万円）となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用に伴い、営業収益が７億50百万円増加しております。

業種別営業成績

区分 営業収益（百万円） 前期比（％）

一般乗合旅客自動車運送事業(乗合バス) 9,925 7.6

一般貸切旅客自動車運送事業(貸切バス) 3,492 55.2

旅客運送受託事業 4,662 1.0

一般乗用旅客自動車運送事業(タクシー) 554 9.3

貨物自動車運送事業 188 △4.6

自動車整備事業 430 △12.6

その他 2,324 △19.8

小計 21,578 6.9

内部取引の消去 △1,871 －

合計 19,706 5.8

(注) 一般旅客自動車運送事業における営業成績は下記のとおりであります。

区分 単位
一般乗合
旅客自動車
運送事業

前期比
（％）

一般貸切
旅客自動車
運送事業

前期比
（％）

一般乗用
旅客自動車
運送事業

前期比
（％）

営業日数 日 365 0.0 365 0.0 365 0.0

期末在籍車両数 両 809 △0.7 267 1.1 127 △3.8

営業キロ km 6,921 0.9 － － － －

実働走行キロ 千km 28,374 △3.6 4,964 35.9 1,197 12.9

旅客人員 千人 38,711 7.0 1,307 22.4 337 5.8

旅客運送収入 百万円 9,565 7.2 2,627 31.8 544 9.2

運送雑収 百万円 359 19.2 865 238.0 10 15.1
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（不動産セグメント）

分譲事業では、マンション販売戸数の減等により、営業収益は減少しました。賃貸事業では、三重県四日市市に

おける既存商業施設の用地取得等により、営業収益は増加しました。建築事業では、注文住宅やリフォーム工事の

完工増により、営業収益は増加しました。環境エネルギー事業では、令和２年８月より順次運転を開始した「津メ

ガソーラー杜の街中勢バイパス発電所」の売電収入が期を通じて寄与し、営業収益は増加しました。ビルやマンシ

ョンの管理等を行う不動産管理事業では、新規物件の受注により、営業収益は増加しました。仲介事業では、大型

事業物件の取引により、営業収益は増加しました。

この結果、不動産セグメントの営業収益は339億83百万円（前期比82百万円、0.2％減）となりましたが、賃貸事

業の利益貢献等もあり、営業利益は60億75百万円（同８億17百万円、15.6％増）となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用に伴い、営業収益が４億６百万円減少しております。

業種別営業成績

区分 営業収益（百万円） 前期比（％）

分譲事業 11,464 △8.0

賃貸事業 9,430 6.4

建築事業 4,961 4.8

環境エネルギー事業 5,257 1.6

不動産管理事業 2,351 9.7

仲介事業 1,071 4.1

その他 69 △12.7

小計 34,606 0.4

内部取引の消去 △622 －

合計 33,983 △0.2

(注)１ 分譲事業における営業成績は下記のとおりであります。

区分
土地

(ロット)
前期比
（％）

建物
(戸)

前期比
（％）

営業収益
(百万円)

前期比
（％）

戸建分譲 134 24.1 57 △1.7 2,595 16.3

マンション分譲
－ －

197 △17.6
7,521 △21.7

(持分換算後) (197.0) △15.1

土地売却他 － － － － 1,347 117.3

２ 建築事業における受注状況は下記のとおりであります。

区分
受注高

（百万円）
前期比
（％）

受注残高
（百万円）

前期比
（％）

建築事業 4,516 △1.0 2,779 △11.9

　



三重交通グループホールディングス株式会社(3232) 令和４年３月期 決算短信

5

（流通セグメント）

石油製品販売事業では、原油価格高騰に伴うガソリン等の販売価格上昇により、営業収益は増加しました。生活

用品販売事業では、フランチャイズ展開する東急ハンズにおいて、令和３年10月にANNEX店の営業を終了したことな

どにより、営業収益は減少しました。自動車販売事業では、車両整備や中古車・部品販売が順調に推移したものの、

世界的な半導体不足の影響等による新車販売台数の減により、営業収益は減少しました。

この結果、流通セグメントの営業収益は285億28百万円（前期比14億７百万円、5.2％増）となり、６億77百万円

の営業損失（前期営業損失６億49百万円）となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用に伴い、営業収益が１億72百万円減少しております。

業種別営業成績

区分 営業収益（百万円） 前期比（％）

石油製品販売事業 10,856 23.3

生活用品販売事業 6,260 △5.9

自動車販売事業 11,446 △2.0

小計 28,562 5.3

内部取引の消去 △34 －

合計 28,528 5.2

（レジャー・サービスセグメント）

　ビジネスホテル事業では、需要が回復傾向にある中、コロナ下に対応した商品の販売に取り組んだことなどによ

り、営業収益は増加しました。旅館事業では、三重県によるおもてなし施設認証を取得するなど、感染対策を徹底

し、修学旅行等の需要を取り込んだことにより、営業収益は増加しました。ドライブイン事業では、イベント会場

での出店や旅行会社と提携した商品の販売に取り組みましたが、収益認識会計基準の適用等により、営業収益は減

少しました。索道事業（ロープウエイ）では、冬季の集客が堅調に推移したことにより、営業収益は増加しまし

た。ゴルフ場事業では、積雪による休場等の影響により、営業収益は減少しました。旅行事業では、収益認識会計

基準等の適用等により、営業収益は増加しました。自動車教習所事業では、学生等の入校者数減により、営業収益

は減少しました。

この結果、レジャー・サービスセグメントの営業収益は73億31百万円（前期比８億36百万円、12.9％増）となり、

21億98百万円の営業損失（前期営業損失31億20百万円）となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用に伴い、営業収益が１億94百万円増加しております。

業種別営業成績

区分 営業収益（百万円） 前期比（％）

ビジネスホテル事業 2,711 27.0

旅館事業 1,144 0.5

ドライブイン事業 714 △12.4

索道事業(ロープウエイ) 600 2.9

ゴルフ場事業 434 △0.9

旅行事業 571 386.2

自動車教習所事業 887 △8.5

その他 270 △9.0

小計 7,333 12.9

内部取引の消去 △1 －

合計 7,331 12.9
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末（令和４年３月31日現在）における財政状態は、資産は販売用不動産の増加等がありましたも

のの、固定資産の減価償却が進んだことや投資有価証券の時価が下落したことなどにより1,651億53百万円（前連結

会計年度末（以下「前期末」という。）比５億39百万円減）となりました。負債は借入金の減少等により1,167億58

百万円（同11億83百万円減）となりました。純資産は利益剰余金の増加等により483億94百万円（同６億43百万円

増）となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当期の営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費の計上等により、87億32百万円の収入(前期比５億16

百万円収入減)となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に固定資産の取得により、51億52百万円の支出(同67億71百万円支出

減)となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により、38億58百万円の支出(同77億68百万円支出増)と

なり、この結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、53億23百万円(前期末比２億78百万円減)となり

ました。

（４）今後の見通し

経済活動は回復傾向にありますが、新型コロナウイルス変異株の出現により感染者数は増減を繰り返すなど、予

断を許さない状況が続いています。また、ウクライナ情勢の緊迫化に伴う原油や原材料費の高騰による価格変動リ

スクに留意する必要があります。

次期の業績予想につきましては、レジャー需要や個人消費が徐々に回復する前提のもと、営業収益は920億円、

営業利益は48億円、経常利益は46億円、親会社株主に帰属する当期純利益は30億円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社では、株主に対する利益の還元を経営上の重要な施策の一つと位置づけております。当社の配当について

は、長期にわたり安定した経営基盤の構築に努め、業績の推移及び将来のための内部留保等を勘案しつつ、安定的

に配当することを基本方針としております。

上記の方針のもと、当期の期末配当につきましては、令和４年２月に公表した配当予想のとおり１株当たり４円

（中間配当金４円を加えた年間配当金は１株当たり８円）とさせていただく予定です。

また、次期の利益配当につきましては、１株当たり10円（うち中間配当５円）を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきまして日本基準を採用しておりま

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当連結会計年度
(令和４年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,111,515 7,383,315

受取手形及び売掛金 6,637,834 6,841,965

商品及び製品 2,578,007 2,830,253

販売用不動産 18,377,773 21,641,004

仕掛品 304,337 226,310

原材料及び貯蔵品 256,835 263,435

その他 4,146,537 2,847,640

貸倒引当金 △15,213 △11,545

流動資産合計 39,397,628 42,022,380

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 85,217,511 78,275,047

減価償却累計額 △58,254,047 △53,380,214

建物及び構築物（純額） 26,963,464 24,894,832

機械装置及び運搬具 55,848,545 55,484,353

減価償却累計額 △31,680,084 △33,574,174

機械装置及び運搬具（純額） 24,168,461 21,910,178

工具、器具及び備品 5,574,383 5,409,036

減価償却累計額 △4,509,437 △4,576,656

工具、器具及び備品（純額） 1,064,946 832,380

土地 53,180,387 54,985,120

リース資産 291,009 283,309

減価償却累計額 △232,931 △217,563

リース資産（純額） 58,077 65,746

建設仮勘定 391,584 1,124,404

有形固定資産合計 105,826,921 103,812,663

無形固定資産

その他 390,951 439,279

無形固定資産合計 390,951 439,279

投資その他の資産

投資有価証券 11,438,573 10,310,330

退職給付に係る資産 1,215,082 1,257,633

繰延税金資産 506,701 789,987

その他 7,031,593 6,633,496

貸倒引当金 △114,881 △112,660

投資その他の資産合計 20,077,069 18,878,787

固定資産合計 126,294,942 123,130,730

資産合計 165,692,570 165,153,110
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(単位：千円)

前連結会計年度
(令和３年３月31日)

当連結会計年度
(令和４年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,710,007 5,546,325

短期借入金 15,020,000 10,665,000

1年内返済予定の長期借入金 19,583,316 21,218,788

リース債務 24,176 28,065

未払法人税等 400,129 1,255,793

賞与引当金 729,862 835,678

製品保証引当金 17,503 12,295

資産除去債務 1,050 -

その他 8,366,956 8,674,437

流動負債合計 47,853,001 48,236,383

固定負債

長期借入金 50,843,380 50,426,896

リース債務 39,313 44,724

繰延税金負債 1,379,476 1,023,836

再評価に係る繰延税金負債 2,442,693 2,442,693

退職給付に係る負債 2,260,048 2,289,289

旅行券引換引当金 155,416 156,132

修繕引当金 190,892 233,418

資産除去債務 1,759,448 1,766,688

長期預り保証金 10,573,016 8,742,529

その他 445,016 1,395,708

固定負債合計 70,088,702 68,521,917

負債合計 117,941,703 116,758,300

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 10,377,716 10,422,305

利益剰余金 26,652,158 28,165,160

自己株式 △712,244 △696,626

株主資本合計 39,317,629 40,890,838

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,506,996 3,738,072

土地再評価差額金 3,338,085 3,338,085

退職給付に係る調整累計額 313,195 134,189

その他の包括利益累計額合計 8,158,277 7,210,347

非支配株主持分 274,959 293,623

純資産合計 47,750,867 48,394,810

負債純資産合計 165,692,570 165,153,110
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和２年４月１日
　至 令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和３年４月１日
　至 令和４年３月31日)

営業収益

旅客運輸収入 23,207,326 25,767,146

商品売上高 57,972,204 58,584,494

営業収益合計 81,179,530 84,351,640

営業費用

運輸業等営業費及び売上原価 25,875,795 25,420,027

商品売上原価 35,635,652 37,051,792

販売費及び一般管理費 19,264,323 18,883,296

営業費用合計 80,775,771 81,355,116

営業利益 403,758 2,996,524

営業外収益

受取利息 2,123 2,343

受取配当金 202,528 122,563

助成金収入 1,670,002 1,221,973

その他 257,125 212,020

営業外収益合計 2,131,780 1,558,902

営業外費用

支払利息 361,117 343,601

持分法による投資損失 37,877 9,324

その他 143,370 22,395

営業外費用合計 542,364 375,320

経常利益 1,993,173 4,180,105

特別利益

投資有価証券売却益 201,859 -

補助金収入 167,834 68,828

受取補償金 - 300,000

その他 89,371 25,272

特別利益合計 459,065 394,100

特別損失

減損損失 2,339,580 471,507

固定資産処分損 529,332 382,486

固定資産圧縮損 167,603 68,828

その他 27,523 12,063

特別損失合計 3,064,040 934,885

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△611,801 3,639,321

法人税、住民税及び事業税 830,331 1,615,936

法人税等調整額 286,669 △204,693

法人税等合計 1,117,001 1,411,242

当期純利益又は当期純損失（△） △1,728,802 2,228,078

非支配株主に帰属する当期純利益 17,754 17,879

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△1,746,557 2,210,198
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和２年４月１日
　至 令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和３年４月１日
　至 令和４年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △1,728,802 2,228,078

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △378,414 △767,709

土地再評価差額金 18,727 -

退職給付に係る調整額 △23,530 △179,005

その他の包括利益合計 △383,217 △946,715

包括利益 △2,112,019 1,281,363

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △2,131,831 1,262,269

非支配株主に係る包括利益 19,811 19,094
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 令和２年４月１日 至 令和３年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,000,000 10,305,729 29,112,970 △729,895 41,688,804

当期変動額

剰余金の配当 △695,527 △695,527

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△1,746,557 △1,746,557

自己株式の取得 △267 △267

自己株式の処分 71,987 17,918 89,905

土地再評価差額金の取

崩
△18,727 △18,727

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 71,987 △2,460,812 17,650 △2,371,174

当期末残高 3,000,000 10,377,716 26,652,158 △712,244 39,317,629

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 4,887,468 3,319,357 336,725 8,543,551 255,578 50,487,934

当期変動額

剰余金の配当 △695,527

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△1,746,557

自己株式の取得 △267

自己株式の処分 89,905

土地再評価差額金の取

崩
△18,727

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△380,471 18,727 △23,530 △385,273 19,381 △365,892

当期変動額合計 △380,471 18,727 △23,530 △385,273 19,381 △2,737,067

当期末残高 4,506,996 3,338,085 313,195 8,158,277 274,959 47,750,867
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　当連結会計年度(自 令和３年４月１日 至 令和４年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,000,000 10,377,716 26,652,158 △712,244 39,317,629

当期変動額

剰余金の配当 △697,197 △697,197

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,210,198 2,210,198

自己株式の取得 △196 △196

自己株式の処分 44,588 15,814 60,403

土地再評価差額金の取

崩
-

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 44,588 1,513,001 15,618 1,573,208

当期末残高 3,000,000 10,422,305 28,165,160 △696,626 40,890,838

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 4,506,996 3,338,085 313,195 8,158,277 274,959 47,750,867

当期変動額

剰余金の配当 △697,197

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,210,198

自己株式の取得 △196

自己株式の処分 60,403

土地再評価差額金の取

崩
-

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△768,924 - △179,005 △947,929 18,663 △929,265

当期変動額合計 △768,924 - △179,005 △947,929 18,663 643,943

当期末残高 3,738,072 3,338,085 134,189 7,210,347 293,623 48,394,810
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 令和２年４月１日
　至 令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和３年４月１日
　至 令和４年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△611,801 3,639,321

減価償却費 6,266,431 5,488,684

減損損失 2,339,580 471,507

受取利息及び受取配当金 △204,652 △124,907

支払利息 361,117 343,601

受取補償金 - △300,000

助成金収入 △1,670,002 △1,221,973

固定資産処分損益（△は益） 529,332 382,486

投資有価証券売却損益（△は益） △201,858 -

売上債権の増減額（△は増加） 535,636 837,738

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,021,071 △3,426,245

仕入債務の増減額（△は減少） △462,554 1,991,181

未払消費税等の増減額（△は減少） 711,258 △252,292

その他の流動資産の増減額（△は増加） 15,665 292,202

その他の流動負債の増減額（△は減少） △746,573 △263,579

その他 △100,986 61,005

小計 8,781,664 7,918,729

利息及び配当金の受取額 204,632 124,888

利息の支払額 △316,786 △302,436

補償金の受取額 - 300,000

助成金の受取額 1,423,695 1,256,376

法人税等の支払額 △844,005 △564,655

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,249,200 8,732,902

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,510,000 △1,860,000

定期預金の払戻による収入 10,000 1,510,000

固定資産の取得による支出 △9,485,904 △4,115,523

固定資産の売却による収入 23,505 4,604

投資有価証券の取得による支出 △4,623 △4,699

投資有価証券の売却による収入 215,992 -

投融資による支出 △382,872 △182,680

投融資の回収による収入 216,412 172,188

預り保証金の返還による支出 △996,128 △948,396

預り保証金の受入による収入 76,166 306,369

その他 △86,794 △34,503

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,924,246 △5,152,641

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,867,000 △4,355,000

長期借入れによる収入 32,550,540 20,725,000

長期借入金の返済による支出 △24,054,459 △19,506,012

自己株式の取得による支出 △267 △196

配当金の支払額 △695,527 △697,197

非支配株主への配当金の支払額 △430 △430

その他 △22,509 △24,628

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,910,346 △3,858,464

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,235,299 △278,203

現金及び現金同等物の期首残高 4,366,215 5,601,515

現金及び現金同等物の期末残高 5,601,515 5,323,312
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、一部事業に係る収益について、顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）

を判断した結果、当社グループが本人に該当すると判断した取引は総額、代理人に該当すると判断した取引は純

額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の営業収益及び売上原価は３億66百万円増加しております。なお、利益剰余金の当

期首残高への影響はありません。

　また、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響)

新型コロナウイルス感染症の影響について、翌連結会計年度以降においても当社グループへの影響が一定の期

間にわたり継続するものの、今後緩やかに回復していくと仮定し、繰延税金資産の回収可能性や減損損失の判定

等の見積りを行っております。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響については不確定要素が多く、当社グループの財政状態及び経営成績

に影響を及ぼす可能性があります。

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び一部の連結子会社は、翌連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行することとな

ります。ただし、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設されたグループ通算

制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、「連

結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号 令

和２年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

28号 平成30年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税

法の規定に基づいております。

なお、翌連結会計年度の期首から、グループ通算制度を適用する場合における法人税及び地方法人税並びに税

効果会計の会計処理及び開示の取扱いを定めた「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する

取扱い」（実務対応報告第42号 令和３年８月12日）を適用する予定であります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、純粋持株会社として、各子会社の株式を保有し、報告セグメントごとに経営方針の発信、事業計画の意

思決定を行うとともに、業績の評価を行っております。

　したがって、当社は商品・サービス別を基礎としたセグメントから構成されており、「運輸」、「不動産」、

「流通」、「レジャー・サービス」の４つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品およびサービスの種類

　「運輸」は、バス・タクシーによる旅客の運送を行っております。「不動産」は、不動産分譲・賃貸・仲介・管

理業、建築工事請負業及び環境エネルギー事業を行っております。「流通」は、石油製品・生活用品及びトラッ

ク・バス車両等の販売を行っております。「レジャー・サービス」は、ビジネスホテル・旅館・ドライブイン・索

道・ゴルフ場の運営、旅行の斡旋、自動車教習所・造園土木・介護事業を行っております。

(3) 報告セグメントの変更等に関する事項

第２四半期連結会計期間より、従来「運輸」に含めておりました連結子会社の一部のセグメント区分を、「運

輸」及び「不動産」の２区分に変更しております。

なお、前連結会計年度及び当連結会計年度の報告セグメントを、それぞれの比較対象となる期間と同条件で作成

することは実務上困難なため、当該情報については開示を行っておりません。

２ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の原則及

び手続に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格

に基づいております。

（会計方針の変更）に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関する

会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「運輸」の営業収益は７億50百万円増加し、「不動産」

の営業収益は４億６百万円減少し、「流通」の営業収益は１億72百万円減少し、「レジャー・サービス」の営業収益

は１億94百万円増加しております。
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３ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 令和２年４月１日 至 令和３年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)

連結財務諸表

計上額
運輸 不動産 流通

レジャー・

サービス
計

営業収益

　外部顧客への

　営業収益
16,809,764 32,501,834 25,470,369 6,397,561 81,179,530 － 81,179,530

　セグメント間の

　内部営業収益

　又は振替高

1,825,199 1,564,256 1,650,474 97,932 5,137,863 △5,137,863 －

計 18,634,964 34,066,091 27,120,843 6,495,494 86,317,393 △5,137,863 81,179,530

セグメント利益

又は損失(△)
△1,189,622 5,258,141 △649,207 △3,120,726 298,584 105,173 403,758

セグメント資産 55,548,404 107,024,706 16,200,664 8,250,162 187,023,938 △21,331,367 165,692,570

その他の項目

減価償却費 2,066,340 3,329,613 404,582 495,277 6,295,814 △29,382 6,266,431

有形固定資産及び

無形固定資産の

増加額

1,072,235 2,418,587 208,090 183,030 3,881,943 △11,525 3,870,418

(注) 調整額はセグメント間取引消去等であります。

当連結会計年度(自 令和３年４月１日 至 令和４年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

(注)

連結財務諸表

計上額
運輸 不動産 流通

レジャー・

サービス
計

営業収益

　外部顧客への

　営業収益
18,529,713 31,792,835 26,791,659 7,237,432 84,351,640 － 84,351,640

　セグメント間の

　内部営業収益

　又は振替高

1,176,938 2,190,672 1,736,798 94,203 5,198,613 △5,198,613 －

計 19,706,652 33,983,507 28,528,457 7,331,635 89,550,253 △5,198,613 84,351,640

セグメント利益

又は損失(△)
△291,765 6,075,996 △677,754 △2,198,858 2,907,618 88,906 2,996,524

セグメント資産 44,780,379 114,296,455 16,644,808 7,319,792 183,041,436 △17,888,325 165,153,110

その他の項目

減価償却費 1,510,667 3,327,081 406,616 264,881 5,509,247 △20,563 5,488,684

有形固定資産及び

無形固定資産の

増加額

498,897 2,955,985 312,016 256,859 4,023,759 △8,844 4,014,915

(注) 調整額はセグメント間取引消去等であります。
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(１株当たり情報)

　

前連結会計年度
(自 令和２年４月１日
至 令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和３年４月１日
至 令和４年３月31日)

１株当たり純資産額 477円14銭 482円59銭

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)

△17円57銭 22円19銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失(△)の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前連結会計年度

(自 令和２年４月１日
至 令和３年３月31日)

当連結会計年度
(自 令和３年４月１日
至 令和４年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円)

△1,746,557 2,210,198

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円)

△1,746,557 2,210,198

普通株式の期中平均株式数(千株) 99,428 99,606

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　


